
 

 

 

中小回答ゾーン＝「底上げ春闘」これからが本番 
－ ３月３１日集計＝前年実績を５５１円(０．２０％)上回る － 

 

第１先行組合（３／１４～１８）・第２先行組合（３／２２～２５）・中堅・中小集中回答(３／

２６～３１)ゾーンのヤマ場を終えて、妥結報告は６１組合となったが、昨年の７６組合より、や

や遅れ気味の妥結状況である。（４月１日１７:００報告〆切り 集計可能組合４３、情報非開示

組合を含む） 

月例賃金の加重平均では、妥結額５,９２１円(２.３１％)(定昇・ベア込み)で、昨年同時期(２

０１５年３月３１日)の集計可能６８組合５,３７０円(２.１１％)を５５１円(０.２０％)上回っ

ている。（組合規模別の妥結状況は下表を参照のこと。） 

 

【組合規模別 賃上げ状況   ２０１６年３月３１日結果  連合北海道集計】 

組合規模 
集計 

組合数 

対象組合 

人数 

加重平均 妥結額 

(定昇･ベア込み) 

昨年実績額 

(定昇･ベア込み) 
昨年比 

～ ９９人 

１００～２９９人 

３００～９９９人 

１，０００人～ 

１３ 

１０ 

１２ 

８ 

６５６ 

１，７７７ 

６，１７１ 

２０，７７８ 

２，７３０円（１．４５％） 

４，７６８円（２．５０％） 

５，２９７円（２．０３％） 

６，２６７円（２．３９％） 

２，８５５円 

４，３７９円 

５，０２３円 

５，９６０円 

－１２５円 

＋３８９円 

＋２７４円 

＋３０７円 

計 ４３ ２９，３８２ ５，９２１円（２．３１％） ５，３７０円 ＋５５１円 
 

昨年と集計組合に相違があるため単純比較はできないものの、９９人以下で残念ながら昨年実績

を下回っている。一方、１００～２９９人の組合、３００～９９９人の組合、１,０００人以上の組

合での健闘が目立つ。 

全国的には、すべての組合規模で昨年比マイナスとなっている中、北海道においては、現段階で

昨年実績を上回っている。また、非正規労働者の処遇改善についても、正社員を上回る回答を引き

出した組合もあり改善が図られている。 

今年は昨年に比べ約１週間早いヤマ場の設定であったが、先行･中堅労組の交渉は、原油安や中

国経済の減速懸念に加え、株安・円高などの不安定な動きを懸念した経営側の慎重姿勢により、妥

結が遅れている状況にある。 

一方で、賃上げを行った組合においては、道内中小企業を中心とした人手不足や、大手との格差

解消を全面に打ち出した労使の真摯な話し合いの結果、昨年を上回る回答を引き出した組合もある。 

 

連合北海道は、３月末時点における妥結結果に対して、「持続性」「月例賃金」「広がり」「底上げ」

の４つのキーワードにこだわり、「人への投資」の必要性について粘り強く訴えてきた。そうした取

り組みの結果、月例賃金の引き上げを継続して実現させたことは大きな成果である。また、３月末

までの賃上げ集計結果では、一定の賃上げ水準を維持しており、中小組合でも継続した賃上げの獲

得がなされていると判断する。 

未だエントリー組合の２５％程度しか回答を引き出しておらず、「底上げ春闘」はこれからが本

番である。 

３月までの結果をこれからの地場中小組合の交渉に波及すべく、連合北海道、構成組織、地域協

議会、単組、地区連合は、互いに連携を強め、月例賃金の引き上げをすべての働く者の処遇改善に

つながるよう、最後までともに闘うことを誓い合おう。  

 今後も連合北海道は妥結情報を発信する。（次回の規模別の賃上げ状況集計は、４月前半の結果

を４月２０日（水）に発表する予定。） 
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